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おむね，8個の集団胞子塊として放出される（第1表）。

第1義　子のう胞子の噴出と温度

温度

1 視 野 当 りの

噴 出 胞 子 塊
平　 均

胞 子 塊
胞 子 数

1 2 5

O C 1° 12 17 15．0 120．0

10 9 2 105 10 2 9鼠0 79 2．0

15 55 5 482 25 2 54鼠7 2．79 7 0

2 0 － － － 5 00 ＞ 40 DO ＞

’25
l

－ ー 5 0口＞ 40【旧 ＞

供試材料

為研遥（子座7）

高さ：5孤五

時間：5時間

子のう胞子が空中に噴射する距離を検討した結果，

5m以内で多く，11mでは捕捉されなかった。しかし，

このことは子のう胞子が空中に噴射され，上昇気流に

よってかなり遠方まで分散する可能性を示唆するもの

として興味深い。

木質部における病原菌の潜在について検討した結果，

ー129－

樹皮病斑の直下では常時高頻度に検出され，樹皮病斑

からほぼ5m位までの褐変部からも容易に菌の検出が

見られた（第1回）○　しかし，全くの唾全部からは菌

は検出しなかった。

0123　5　　　　10　　　　15　　　　20壇

0　　　　　5　　　　　10　　　　15　　　　　20鵡

●Ⅴ・Cerat。Sperm8検出　　　　0検出せず

第1図　木質表層部における歯の水平分布

また，木質部の重商分布では，病斑直下の高汚染木

質部では10相の深層まで偽の戌出が見られた（第2回）。

しかしこれら木質内潜在歯が病斑の再進展および，新

たな感染源としての役割などについては明らかでない。

第2回　木質深層部における歯の垂直分布

Alternaria属菌によるリンゴのサビ果発生に関する研究

第1報　サビ果発生に関与する病原菌

水　野　　昇＊・高　橋　俊　作＊＊

1　ま　え　が　き

ゴールデン・デリシャスなどで，降雨，霜害，薬害

などの影響によって発生するサビ以外に，濃褐色で放

射状に浅い亀裂が入る特異的なサビ（俗称異常サビ）

が生ずる場合がある。

このサビは落花直後から落花50日後ころまでの殺菌

剤散布が不十分であったり，天候が不順な場合に発生

が多いことから，病菌の感染によるものと推察された

ため，このサどの発生に関与する菌を明らかにしょう

とした。

以下その概要を報告する。

2　試　験　方　法

1　サビ症状部からの歯の分離と接種

現地圃場で自然発病した異常サビ症状のある果実か

ら，常法により菌を分離し，バレイショ煎汁寒天培地

で培養した。10日間培養した菌そうをホモジナイザー

でホモジネイトして，落花15日後のゴールデン幼巣に

噴茅接種した。接種後ただちにハトロン紙小袋を被袋
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した。接種により異常サビ症状を出したJJhγ花αγ¢

叩．については，Richerd培地で14日間培養後，菌体

とろ液に分けそれぞれ前記同様にゴールデン幼黒に噴

霧した。

2　接種果からの再分離

分離した菌のうち異常サビ症状を出したdJhmαγ一

高∴甲．（彪4），ノ広J単胞子由来で胞子形成丑が異なる2

つの系統（Atyp，Ⅹtype），さらにスターキング葉に病

原性をもっdJhr几αγαmJi Ro丑ERTB（斑点落葉病

菌）（ダー15）を，竜アンズ寒天培地で培養後，分生胞

子を落花15日後と25日後のゴールデン幼栗に境等接種

した。

第1表　供試したdJわrWrα属菌の由来

収穫後，接種した果実の異常サビ症状部から，常法

により乾アンズ寒天培地で分離した。

5　再分離菌の果実接種

第1表の供試歯を乾アンズ寒天培地で培養し，形成

した胞子を画筆で洗い落し，水道水で遠沈洗浄後胞子

濃度を150倍視野約5D個に調整して，ゴールデソ幼具に

噴霧接種した。

接種は落花15日後と22日後の2回おこなった。接種

後すぐ′、トロソ紙小袋を被袋し，‘月末さらに内黒パ

ラフィン2重袋を被袋した。被袋後は慣行の薬剤散布

をした。

4　スターキング葉への抜種

目）点滴接種

廃棄直後のスターキング葉を供試して，乾アンズ寒

天培地で培養した供試菌分生胞子を遠沈洗浄し，150倍

視野約10個の胞子濃度として薬表および菓裏へ点滴し

た。室温温室24時間後感染程度を調査した。

ほ）切枝接種

殺菌剤無散布のスターキングから，外観病斑のない

展車中の新柄を取り，上部4－°葉位に‖）と同様に調

整した胞子液を噴霧接種した。接種後フラスコにさし

て湿重とし，室温で48時間後に調査した。

5　試　験　結　果

1　発病果からの菌の分離と接種

分離された歯はJJhmαγ¢叩‥pnieiわ沸叩．

囲yJJO∫亡iごね叩．そして不明歯4種であった。これらの

歯のうちJJhm¢γよα叩．の分離頻度が最も高かった。

分離菌の中からそれぞれ1歯系1菌株を果実に接種

した結果JJ亡げ几αri¢叩．のみが異常サビ症状を出した。

この〟亡‘γれαγid叩．を菌体とろ液に分け幼栗へ境等

したところ両者ともサビを出したが，異常サビ症状は菌

体だけで，ろ液は通常のサビ症状を呈した。

2　接種呆からの再分離

接種によって生じた異常サビ症状部からの再分離率

は高かった（2q／巧0～5∽0）。

また斑点落葉病菌（グー15）も接種により異常サビ症

状を出し，サビ部からのJJわデル¢rα叩．再分離率も

高かった（5q／巧D）。

昭和49年に現地圃場で発生した異常サビおよび通常

のサピ部からJわrnαγα叩．を同時に分離したとこ

ろ，異常サビ症状部からは多く分離されたが（1γ50），

通常のサビ部からは低率であった（∽0）。（第2表）
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第2蓑　接種果などからのJZf¢mαγi¢叩．の再分離

分　 離　 源　 果　 実 分 離 点 数 」． 叩 分 離 数

落 花 15 日 後 J佑 4　　　 接 種 サ ビ果 50 2 9

〝　　　　 A　 ty p o　　　　 〝 〝 2 °

〝　　　　 Ⅹ　 t y p o　　　　 〟 ′′ 29

落 花 25 日 後　 ノ拡 4　　　　　　 〝 ′′ 20

A　 t y p el　　　 〝 〝 5 0

Ⅹ　 t y p e　　　　 〝 ′′ 20

ダ　 ー 15　　　　　 〝 50

49年 自 然 発 生 異 常 サ ビ果 （ ゴ ー ル デ ン ） 〟 17

〝　 普 通 サ ビ と思 わ れ る も の （ゴ ー ル デ ン ） 〝 5

5　再分雑菌の果実接種

供試した再分離AH細M再α叩．のうちⅦⅠ－1を除

きすべてが再び同一の病徴を出し，病原性が認められ

た。ダー15の病徴が軽微だったのは，継代培養を続け

たため病原性が低下したことによると思われる。

接種時期による発生程度は早い時期（落花15日後）

が多かった（第5表）。

第5表　供試菌株，接種時期と異常サビ発生程度

4　スターキソグ零への接種

接種黒から再分磁したdJわTnαγ¢叩．のうち，果実

に病原性があった歯枚はスターキング業へも病原性が

認められた。

そして果実での異常サビ発生度合とスターキング葉

での病原性はほぼ平行した（第5，4表）。

接種 区
落　 花 15 日 後 接 種 落 花 22 日後 接 種

発 生 程 度 別 果 数 （ 1 cd チ　 ） 発 生 程 度 別 異 数 （ 1 （戒を 1 ）

1

0 1～ 5 4～ 10 11・－20 2 1～ 発生度 D 1～ 5 4～ 10 1 1～ 2〔】 2 1～ 発生度

12

‘

1 8

1

1

2

10

1

5

5 1 2 9 1．8

1

20

12

16

12 5

5

l

2 0．0

2 7 4 75．5 5 12 42．9

5 2 5 15

1

7

9 0．0 2 11 5 4スd

4 7 9 5（5．5 15 5 1

5

21．4

5 ‘ 8 8 1．9 7 1 1 5 1．7

‘ 8 8 52．4 5 9 5R 5

7 2 10 78．9 5 10 5 42．9

8

9

1 0

1 1

1

5

8 1 1 8 5．7

2．0

14．5

0

10

8

1 1
l

9 1 50．0

0

4，8

0．9

注．発生虔算出規準
指数
1・・‥1果当り　1～5（1dを1）

5　…・　　　　　　　4～10

5…・　　　　　　　11～20

7…・　　〝　　　　21～

発生度＝
g（指数×該当数）

7X供試果敢
×100
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第4未　スターキ／グ葉への接種試験

切　　 枝　　 接　　 種 点 滴接種

供 試 幽 供試 薬数 病 乗数 被害 度 葉 表 菓 襲

グ　ー 15 24 22 14．5 ＋～」＋ ＋～一汁

A t y p e 27 25 20．8 一什 ＋ト

Ⅹ　　 〝 25 22 4 7 2 ＋～一汁 ＋

1 － 1 28 25 5 2．8 ≠ ー什

1 －　 2 24 25 48．8 十十 ＋ト

n　－ 1 24 24 5 4．8 一什 ≠

lX － 1 25 25 4 1．6 ≠ 一什

Ⅲ　 一 1 2 2 21 74．7 †十 ≠

XⅢ－ 1 Z Z 11 ス1 － －

水 道　 水 26 1 1 8．0 － －

注．被害度算出規準

指数

1…・菓面の％以下に褐変または斑点あり

5…・〝　ね～毎　　　〟

5…・〝　％一％

7・…　〝　％以上　　　　〝

4　ま　　と　　め

ゴールデン′・デリシャスなどの果実に生ずる異常サ

ビ症状部からJJhγ几αTiα叩．が高率に分灘され，この

分雑菌を果実に接種したところ異常サビ症状を発現さ

せた。

接種巣から再び」∠hT九・αTiα叩．が分離され，再分組

曲もまた同様の症状を出した。

再分靡したd∠亡げ几αriα叩．をスターキソグ・デリシ

ャス葉へ接種した結果，斑点落葉病の病後を示し病原

性が認められた。

異常サビ症状を出すJJhrnαrα叩．と一般圃場で

発生している斑点落葉病菌（J∠亡8mαriαれ¢‘i鞄B忠一

でS）との間に形態的な差異は兄いだされなかった0

これらのことから，異常サビ症状はJJhTMγαれ－

αん鞄BERTSが幼果期に果実感染したことによる症状

と思われる。

重金属汚染土虜に植栽したリンゴ枝幹

及び根の重金属含量について

佐々木　　高＊・松　井　　巌＊

1　ま　え　が　き

昭和45年以来本県においても休廃止金属鉱山の排水

による水質汚濁が原因で，水稲のCd．吸収が異常なこと

が明らかとなり問層となっている。

県南部の平鹿郡増田町地内は吉野鉱山の排水による

鉱毒被害が昔からみられている所である。たまたま昭

和4d年この地区において，C旭による汚染が確認された

ことが契機となって，約14haの水田が果樹園に永久

転換された。このような水田転換園におけるリンゴに

対して，Mnその他の重金属吸収に及ぼす抑制資材の効

果を検討する目的で試験を開始した。しかし昭和49年

の薫雪で枝折れの被害が甚だしく，初期の目的の試験

を継続することが不可能となった。このため49年春，

ポットから掘り取り重金属の吸収程度を検討したので

その結果を報告する。

2　試　験　方　法

昭和46年水田転換を実施した現地から，汚染土壌の

表土を場内の深さ‘0cm，直径dDCmの有底コンクリート

ポットに充現した。これにマルパ台木の1年生レッド

スパー苗を定植したが，定植に先立ち土壌改良資材は

所定量を土壌全体に混和した。

地理としては，珪カルの施用量，0，0．5，1，0毎／匝七

の5段階にそれぞれ，無処理区，過燐酸石灰区，熔成

憐肥区，肥鉄土区，鶏糞区，テンポロン区の‘区の組

合せとし，各資材量は共通に500抽〕t施した。また

対照として腐髄質火山灰土を用いて改良資材の試験を

実施した無処理区をあてた。

昭和49年の春これらの各ポットから樹を掘り取り，

板，幹，枝の三つの部位に解体した。解体した各部位

は十分に水洗した後，カンナを裏返してけずり，乾燥

＊Taka8hi SASAXJ，Iwao MATSU工（秋田県果樹試験場）


